
勝

善

寺

仏

像

調

査

報

告

釈
迦
如
来
坐
像
及
び
夢
窓
国
師
坐
像
に
つ
い
て

は

じ

め

に

民
俗

・
美
術
工
芸
都
会
で
は
、
昨
年
六
月
に
市
内
に
存
す
る
社
寺
に
対
し
、

建
築
及
び
彫
刻
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
現

地
で
の
確
認
調
査

（
予
備
調
査
）
を
実
施
し
て
き
た
。
調
査
件
数
は
す
で
に
八

〇
件
に
及
ぶ
が
、
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
勝
善
寺
蔵
の
木
造
釈

迦
如
来
坐
像
及
び
木
造
夢
窓
国
師
坐
像
の
発
見
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
年
五
月

二
四
日
の
予
備
調
査
の
段
階
で
存
在
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
七
月

一
八
日
に

事
務
局
職
員
と
と
も
に
写
真
撮
影

・
計
測
等
を
行

っ
た
。
そ
の
際
、
釈
迦
如
来

坐
像
の
胎
内
よ
り
多
量
の
銘
文
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
八
月
九
日
に
至
っ
て
、

磯
只
正
義

。
中
沢
信
吉

・
秋
山
敬
各
委
員

（
以
上
、
考
古

・
古
代

。
中
世
部

会
）
、
服
部
治
則
委
員

（
民
谷

・
美
術
工
芸
部
会
）
、
及
び
事
務
局
の
応
援
を
得

て
再
度
調
査
を
行
い
、
銘
文
の
筆
写
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
、
こ
の
二
体
の
坐
像
に
つ
い
て
、
美
術

・
工
芸
的
見
地
か
ら
調
査
結

果
の
概
略
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
釈
迦
如
来
坐
像
胎
内
銘
文
に
つ

秋 伊

山 藤

れ
但

　

学
千

（市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）

坪
撃

（
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）

い
て
は
、
秋
山
委
員
に
執
筆
を
委
ね
た
。

一　
本
造
釈
迦
如
来
坐
像

当
寺
の
本
尊
釈
迦
如
来
坐
像
は
木
造
寄
木
造
、
玉
眼
入
り
で
全
身
金
箔
を
施

し
た
仏
像
で
あ
る
。
全
長
六
〇
勁
、
面
長

一
四
勁
、
面
巾

一
二
。
一
勁
、
肩
巾

二
能
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
も
の
で
は
な
い
。

本
像
の
尊
顔
は
、
や
や

目
が
鋭
く
、
大
き
く
見
開

い
て
い
る
。
ま
た
、
面
長

の
せ
い
か
相
貌
端
厳
ま
た

は
仏
相
円
満
と
い
う
に
は

あ
た
ら
ず
、
何
か
人
間
く

さ
い
感
じ
が
す
る
。
螺
髪

も
大
粒
で
彫
り
が
浅
く
、

少
々
鉢
も
ひ
ら
く
。
し
か
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し
そ
の
体
躯
、
及
び
そ
れ
を
覆
う
袖
衣
の
深
い
く
ね
っ
た
よ
う
な
曲
線
は
、
す

で
に
県
指
定
と
な
っ
て
い
る
棲
雲
寺
の
釈
迦
坐
像

（文
和
三
年
、　
三
二
五
三
）
、

同
じ
く
県
指
定
の
深
向
院
釈
迦
坐
像

（至
徳
二
年
、　
〓
一一八
五
）、　
甲
府
市
指

定
法
泉
寺
釈
迦
坐
像
等
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
様
式
を
持
ち
、　
一
見
し
て
南
北
朝
時

代
の
仏
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
手
法
は
、
大
体
鎌
倉
時
代
後
期

か
ら
発
生
し
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
多
く
造
像
せ
ら
れ
、
地
域
的

に
は
京
都
や
奈
良
の
よ
う
な
中
央
で
は
な
く
、
主
と
し
て
鎌
倉
を
中
心
と
し
て

関
東
地
方
に
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
は
、
時
の
政
治
や
仏
教
文
化
の
流
れ
に
よ
る
仏
像
彫
刻

や
仏
師
達
の
盛
衰
変
化
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
即
ち
政
治
面
で
は
、
頼

朝
が
京
都

一
辺
倒
を
さ
け
鎌
倉
に
幕
府
を
設
け
て
新
生
面
を
ひ
ら
き
、
仏
教
文

化
に
お
い
て
は
、
平
安
時
代
ま
で
の
祈
薦
主
義
に
よ
る
仏
像
崇
拝
か
ら
、
人
間

の
生
き
方
に
重
点
を
置
く
禅
宗
が
勃
興
し
、
仏
像

（如
来
や
菩
薩
像
）
を
軽
視

し
て
祖
師
の
肖
像
彫
刻
や
仁
王
像
の
よ
う
な
天
部
像
が
、
盛
ん
と
な
っ
て
き

た
。
従
っ
て
仏
師
た
ち
の
動
き
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
運
慶
を
軸
と

す
る
慶
派
は
京
都

・
奈
良
に
あ
っ
て
な
お
、
仏
像
や
光
像
彫
刻
に
優
れ
た
手
腕

を
発
揮
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
院
派
や
円
派
の
仏
師
た
ち
や
そ
の
末
流
は
、

各
地
方
に
分
散
し
、
ま
た
は
定
着
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
残
し
た
よ
う
で

あ
る
。

右
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
本
仏
像
も
、
地
方
作
と
思
わ
れ
る

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
第

一
に
尊
顔
が
都
ぶ
り
の
優
美

な
作
風
か
ら
遠
い
こ
と
、
第
二
に
深
向
院
釈
迦
坐
像
と
そ
の
体
躯
の
彫
り
方
が

す
べ
て
同

一
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
全
く
証
明
す
る
ご
と
く
、
実
は
本
像
の

胎
内
に
、
約
二
千
宇
ほ
ど
か
か
れ
た
墨
書
銘
に
よ
っ
て
そ
れ
を
知
り
得
た
の
で

あ
る
。
そ
の
最
も
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
造
像
年
代
と
、
仏
師
名
が
み
ら
れ

た
こ
と
は
本
仏
像
の
誠
に
幸
い
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

銘
に
自
く

「嘉
慶
元
季
南
呂
十
九
日
、
大
仏
師
増
光
」
と
あ
り
、
嘉
慶
元
年

は
、
北
朝
の
年
号
で
一
三
八
七
年
に
あ
た
り
、
南
北
朝
時
代
の
末
期
、
室
町
時

代
に
移
ら
ん
と
す
る
時
で
あ
る
。
又
大
仏
師
増
光
は
、
前
記
し
た
深
向
院
の
釈

麹
坐
像
の
銘
に
み
ら
れ
る
、
大
仏
師
越
後
阿
閣
梨
増
光
と
同

一
人
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
越
後
阿
閣
梨
を
名
乗
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、京
仏
師
で
は
な
く
、越

後
出
身
の
地
方
仏
師
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
な
お
本
仏
像
銘

「住
持
比

丘
中
津
　
現
住
京
師
等
持
寺
」
に
よ
る
と
、
か
つ
て
恵
林
寺
に
住
し
た
当
時
の

名
僧
、
絶
海
中
津
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
、
康
暦
二
年

（
一
三
八
〇
）
か
ら
永
徳
三
年
盆

〓
一八
一一じ
鹿
苑
院
に
移
る
ま
で
、
約
二
十
三

年
間
恵
林
寺
に
住
し
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
間
に
本
像
の
造
立
事
業
が
お
こ

り
、
胎
内
に
ぎ
っ
し
り
か
か
れ
た
一
般
民
衆

（寄
附
者
）
へ
よ
び
か
け
、
具
体

的
に
勧
進
を
は
じ
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
嘉
慶
元
年
に
な
っ
て
か
ら
と
推
察
さ

れ
る
。
銘
に
あ
っ
た
嘉
慶
元
年
の
完
成
時
に
は
、
す
で
に
中
津
は
京
都
等
持
寺

に
移
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
銘
を
か
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
次
の

銘
文

「当
寺
ハ
自
ラ
草
メ
デ
一教
院
ｆ

為
Ｆ
一禅
剰
卜
一以
来
Ｅ
二
向
ノ
一四
十
季
一

仏
殿
本
卜
安
Ｆ
盈
小量
寿
仏
立
像
ｆ
」
に
よ
る
と
、
も
と
勝
善
寺
は
、
禅
宗
以

外
の
寺
で
、
お
そ
ら
く
無
量
寿
仏
即
ち
阿
弥
陀
如
来
を
祀
っ
て
い
た
よ
う
な
の

で
、
浄
土
宗
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
も
し
嘉
慶
前
後
を
起

算
と
し
て
四
〇
年
を
す
ぎ
た
と
す
れ
ば
、
貞
和
年
間
に
禅
宗
に
転
向
し
た
こ
と

に
な
る
。
貞
和
と
い
え
ば
夢
窓
国
師
の
晩
年
近
く
、
天
竜
寺
を
開
山
し
て
そ

の
名
声
が
最
も
高
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
本
県
に
お
い
て
は
、
幼
児
時
代
を
す

ご
さ
れ
、
恵
林
寺
な
ど
も
開
創
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
寺
の
禅
宗
に
転
宗
す
る

際
、
お
そ
ら
く
寺
伝
に
よ
る
夢
窓
国
師
開
山
は
、
招
請
開
山
と
し
て
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る

（以
上
磯
只
正
義
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
）。
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以
上
の
通
り
本
像
に
関
し
て
概
略
を
の
べ
た
が
、
結
論
と
し
て
は
美
術
的
な

価
値
よ
り
も
、
深
向
院
の
仏
像
と
同
じ
く
制
作
年
代
及
び
仏
師
名
が
あ
る
こ
と

と
、
奉
安
者
の
中
に
名
僧
中
津
や
一
般
寄
附
者
の
戒
名

・
谷
名
な
ど
が
明
記
さ

れ
、
そ
の
郷
土
史
的
資
料
価
値
が
大
変
高
い
と
い
う
点
で
は
、
今
回
の
甲
府
市

史
研
究
の
上
か
ら
も
、
誠
に
貴
重
な
仏
像
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

中一　
木
造
夢
窓
国
師
坐
像

さ
て
本
像
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
寺
伝
に
よ
る
開
山
像
で

あ
り
、
本
寺
本
尊
で
あ
る
前
掲
の
釈
迦
如
来
坐
像
の
銘
に
よ
っ
て
、
浄
土
宗
か

ら
禅
宗
に
転
じ
た
時
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
本
尊
釈
迦
坐
像
造
立
の
前
後
に
造

ら
れ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
像
の
高
さ
は
、
全
長

（頭
上
か
ら
衣
の
裾
ま

で
）

一
一
二
初
、
坐
高
七
八
・
○
勁
、
面
長
約
二
一
勁
、
面
巾

一
四
・
七
勁
で
、

筒
子
の
上
に
結
珈
映
坐
し
て
お
わ
す
。
こ
れ
も
鎌
倉
時
代
以
後
の
肖
像
彫
刻
に

お
い
て
特
に
禅
宗
僧
侶
に
多
く
み
ら
れ
る
形
で
あ
る
。
本
県
に
は
既
に
夢
窓
国

師
の
肖
像
彫
刻
は
、

重
要
文
化
財
の
吉
長

禅
寺

（甲
西
町
）
夢

窓
国
師
像
と
、
県
指

定
の
恵
林
寺
夢
窓
国

師
像

が
あ
り
、
本

像
を
加
え
る
と
三
体

の
国
師
像
が
存
在
す

る
。
こ
れ
は
他
県
に

比
し
て
何
か
多
い
よ

う
な
感

じ
も
す
る

が
、
鎌
倉
や
京
都
に
も
す
ぐ
れ
た
国
師
像
が
あ
り
、
今
回
本
像
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
か
ら
他
に
も
未
見
の
国
師
像
が
ま
だ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
本
像
は
、
ほ
ぼ
等
身
大
で
寄
木
造

玉
眼
入

り
、
う
す
青
の
襟
元
に
黒
色
の
衣
と
袈
裟
を
着
し
て
い
る
が
、
腕
や
膝
頭
の
盛

り
上
り
が
誠
に
写
実
的
で
、
さ
わ
れ
ば
ほ
ん
の
り
と
し
た
暖
か
さ
を
覚
え
る
よ

う
で
あ
る
。
お
顔
も
夢
窓
国
師
の
特
徴
か
と
思
わ
れ
る
面
長
で
鼻
下
が
少
し
長

く
拝
さ
れ
る
。
衣
文
の
き
ざ
み
方
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
鎌
倉
瑞
泉
寺
の
国

師
像
よ
り
、
延
文
二
年

（
一
三
五
七
）
の
銘
を
も
つ
吉
長
禅
寺
の
国
師
像
に
近

い
。
ど
ち
ら
が
前
後
す
る
か
は
軽
々
に
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
両
方
と
も
な
で
肩

で
そ
の
衣
の
き
ざ
み
方
は
直
線
的
で
、
写
実
的
な
鎌
倉
時
代
初
期
の
手
法
か
ら

み
る
と
、
大
き
く
形
式
的
に
類
型
化
し
て
い
る
。
あ
い
に
く
本
像
に
は
ど
こ
に

も
年
号
は
み
あ
た
ら
ず
、
僅
か
に
梵
字
と

「般
若
波
羅
密
多
Ｏ
Ｏ
Ｏ

（不
明
ピ

の
墨
書
銘
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ

つ
た
。　
一
方
の
釈
迦
如
来
坐
像
は
沢
山
な
墨

書
銘
と
年
号
が
み
ら
れ
る
の
で
、
な
ん
と
か
関
連
す
る
銘
は
な
い
も
の
か
と
胎

内
を
さ
が
し
た
が
、
現
状
で
は
到
頭
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
本
像
は
、
昭

和
に
入
っ
て
か
ら
勝
善
寺
関
係
者
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
ぬ
り
か
え
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
い
た
く
尊
顔
や
像
全
体
の
印
象
を
損
じ
て
お
り
、
個
性
的
な
夢
窓

国
師
の
像
容
は
し
っ
か
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
彫
刻
と
し
て
の
価
値
を
幾

分
弱
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
夢
窓
国
師
は
、
幼
少
時
代
を
甲
斐
に
育
ち
、
長
じ
て
二
〇
歳
の

折
建
仁
寺
の
無
隠
円
範
の
門
に
入
り
禅
を
お
さ
め
た
が
、
後

一
山

一
寧
に
つ
い

て
学
び
、
な
お
高
峰
顕
日
の
き
び
し
い
薫
陶
を
う
け
て
悟
脱
。
最
初
美
濃
に
虎

漢
庵
を
営
み
、
の
ち
土
佐
の
国
に
吸
江
庵
、
相
模
の
泊
船
庵
な
ど
に
か
く
れ
て

い
た
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
懇
請
に
よ
っ
て
始
め
て
京
都
南
禅
寺
に
住
し
た
。
以

後
次
々
と
鎌
倉
の
浄
智
寺

・
瑞
泉
寺

。
円
覚
寺
な
ど
を
歴
住
し
て
後
、
元
徳
二
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年

（
一
三
三
〇
）
つ
い
に
甲
斐
に
恵
林
寺
を
創
立
し
た
。
時
に
夢
窓
五
五
歳
。

そ
の
外
に
も
本
県
に
お
い
て
は
、
さ
き
の
古
長
禅
寺
を
始
め
と
し
清
白
寺

・
法

泉
寺

・
安
国
寺
な
ど
の
招
請
開
山
と
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
寺
も
そ
の
う
ち

の
一
ケ
寺
に
か
で
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
夢
窓
国
師
坐

像
の
現
存
す
る
こ
と
は
、
他
寺
か
ら
動
坐
し
な
い
か
ぎ
り
誠
に
有
力
な
証
例
物

件
と
な
り
得
る
。

さ
て
以
上
に
よ
っ
て
、
勝
善
寺
の
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
及
び
木
造
夢
窓
国
師

坐
像
の
緊
急
調
査
に
関
し
て
、
私
見
を
の
べ
た
が
、
な
お
一
層
今
後
の
研
究
調

査
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（伊
藤
）

木
造
釈
迦
如
来
坐
像
の
胎
内
墨
書
銘
に
つ
い
て

は

じ

め

に

事
務
局
か
ら
胎
内
に
長
文
の
銘
を
も
つ
仏
像
が
発
見
さ
れ
た
と
の
連
絡
を
う

け
、
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
が
昭
和
六
〇
年
八
月
九
日
の
こ
と
で
あ

っ

た
。そ

の
仏
像
は
、
甲
府
市
後
屋
町
の
勝
善
寺
に
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
る
釈
迦

如
来
の
坐
像
で
あ
る
。
坐
高
が

一
メ
ー
ト
ル
に
足
ら
な
い
小
像
で
あ
る
が
、
そ

の
内
側
の
ほ
ぼ
全
面
に
わ
た
っ
て
墨
書
文
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
長
文
の
胎
内
銘
を
も
つ
仏
像
は
、
県
内
で
は
他
に
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

全
目
的
に
も
そ
う
類
例
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
今
回

は
時
間
的
余
裕
と
筆
者
の
能
力
か
ら
内
容
の
検
討
に
ま
で
は
十
分
立
入
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
す
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は

と
り
あ
え
ず
銘
文
の
概
要
を
紹
介
し
て
、
調
査
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
の
責
を

果
し
た
い
。

一

ま
ず
、
墨
書
銘
の
全
文
を
紹
介
し
よ
う
。

い

彼
阿
道
佛
明
阿
現
□

信
安
親
行
智
阿
是
阿
皆
阿
縁
阿

定
　
性
密
性
専
名
阿
性
阿
性
阿
常
弥
浄
愁
理
満

阿
　
　
　
妙
貞
性
園
松
□
妙
志
犬
子
妙
子
善
阿
慧
倫

明
献
浄
貞
妙
性
□
妙
閑
超
阿

理
仁
智
音
道
常
性
中
性
孝
性
縁
亡
妙

柳幹韓券拗峠『嘲中期］藉仲柳幹『理本

高
俊
妙
杢
慶
父
周
高
義
雲
妙
三
勝
子
亀
子

龍
子
道
昌
妙
上
是
真
七
郎
性
婆
聖
阿
弥
次
郎

満
女
浄
徳
姑
女
婦
女
道
鎮
性
信
小
次
郎
勝
女

本
好
道
泰
昌
卜
明
香
真
了
妙
清

明
真
妙
元
道
観
具
阿
宗
秀
伝
理

中
南
道
重
性
哀
常
阿
性
文

道
誓
道
園
昌
勝
中
端
梵
守

周
光
梵
逸
性
端
中
禅
常
貞

道
順
常
崇
春
宗
西
阿

岩
女
真
教
梅
女
熊
若
祐
仁

法
名
昌
妙
真
懃
雖
秀

信
及
常
仁
仙
阿
彦
阿
縁
阿
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浄
本
孫
次
郎

０
妙
玄
永
道
杢
道
法
妙
縁
浄
可

了
縁
女
妙
性
阿
了
法
性
心
理
威
理
香
浄
印
性
妙

石
殿
理
明
大
夫
四
郎
大
夫
次
郎
正
禅
性
飲
之
立

若
性
鬱
熟
帥
螂
勅
却
鶏
囀
勲
唖
『
］
降
嘲
）

左
衛
門
次
郎
孫
三
郎
爾
三
妙
心
道
祐
法
心
彦
四
郎

若

一
六
郎
三
郎
又
次
郎
六
郎
又
二
郎
賛
阿
彦
五
郎

四
郎
彦
太
郎
四
郎
工
郎
道
賢
次
郎
四
郎
次
郎
犬
女
□

道
聖
孫
五
郎
孫
七
又
四
郎
四
郎
三
郎
孫
七
孫
三
□

妙
縁
典
三
慶
祐
祖
光
孫
八
雅
酬
）

九
郎
次
郎
五
郎
三
郎
太
郎
四
郎
三
郎
士
郎

鞠臓勝帥錦『帥呻脚騨榊魏囃帥］帥捜密松女

平
三
郎
道
聖
仁
道
智
教
孫
次
郎
虎
女
聖
縁

〓
房
五
郎
次
郎
夜
叉
女
四
郎
三
郎
勝
女

四
郎
次
郎
　
道
性
慶
容
四
郎
五
郎
了
思

左
近
次
郎
浄
久
法
寂

⑥鰺蜘醒鋤韓囀醇奉］嘲帷勘聴囃嫌脚癬連蜘噺

俊
善
山
性
景
明
性
性
春
性
金
観
性
虎
犬
慈
芳
聖
忍
看

阿
⑮

観
自
在
菩
薩
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
照
見

魔錦鞘嘩難一鞠囀珈色（舎靱隣御繭憾斃嘩事

韓『軒嶼購韓建期騨碑飾働噂勅茅静郷翻不減

鏑
屯
彗
香
味
燭
法
無
限
界
乃
至
無
意
識
界
無
無

嗣揺
鶉
擬
銘
購籐
鱚
滅

，聯騨膨詢酌蜘翠疇熱朧聯陣鞠購翻輸菱卿得一口顛倒

潮鯵聯率廟」畔騨無（故鞠翻暗廟麟一密嘘祟輯鞘鞠農

故
嘲
般
若
波
羅
蜜
多
児
即
説
児
国

騨締脚締帥辮諦

畔騨離騨鰤若毎

（・輩
強
香
三
井
書

紛鱒勁泰朝野

民
安
伽
監
鎮
静

禅
道
興
隆
修

行
有
慶
進
道

無
魔
者
也
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禅
浄
徳
用

０

Ｈ
Ｈ
Ｈ
□
母
、

窪
女
太
郎
三
郎
法
阿

弥
勒
女
徳
阿
上
巻
近
阿
彦
殊
真
永
小
ュ
哩

理
明
理
恵
理
見
真
宗
性
理
善
安
費
受
　
　
仙
妻
楠
犬
亭

性
山
　
　
了
杢
次
郎
太
郎
性
海
犬
子
松
女
孫
次
郎
彦
八
四
（哩

理
勝
慧
精
真
国
民
隆
真
□
仙
祥
明
省
道
聖
　
　
浄
本
如
元
道
清
内
方
性
光
四
郎
祐
説
智

五
郎
次
郎
宮

一
老
尼
道
永
性
久

河邊殿胸曲隷鞠取唯蜘一妙理（金継撒瑯嫌麹疇蜘理鞠騨醒蜘鉤聯翔邸【帥報登榮宗佐阿常生

心
杢
本
阿
如
阿
妙
光
昭
阿
妙
観
了
阿
又
三
郎

道
弥
道
男
道
弘
周
穏
是
雄
性
喜
浄
偏
性
弥
業
鏡
良
訓
明
真
仁
立
妙
説
禅
理
浄
省

道
悟
立
源
宗
般
浄
縁
道
般
昌
俊
性
阿
道
斉
通
光
宗
恵
宗
忍
昌
忍
浄

一
智
善
善
阿
松
王

一
亀
房
重
松
子
名
阿
覺
阿

悟
心
智
妙
素
清
素
祐
尼
勝
宮
又
次
郎
音
箱
中
憐
説
智
妙
勝
浄
通
祐
光
性
寛
妙
杢
言
説
常
用
是
呈
慶
義

⑥

楠
拾
楠
犬
犬
子
智
阿
浄
源
道
香
順
智
道
尭
昌
門

善
行
善
徳
観
命
観
後
観
中
道
思
浄
弥
祐
真
乗
杢
明
海
昌
国
妙
善
禅
能
妙
阿

彦
七
道
琢
四
郎
左
近
五
郎
法
寂
道
元
妙
禅
孫
八
永
徳
孫
六
道
槃
妙
禅
道
杢
道
昭
道
通
妙
了

道
中
理
高
隣
照
道
弥
正
心
妙
光
妙
意
知
寺
鳳
密
支
琳
道
吉
覺
禅
明
宗
道
秀
道
満
浄
光
聖
心
道
妙

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ロ

僻鱗斜騨醐嚇鶉坤鰤］葬鞭酌脚幹時勘抑務嗽珈量壽

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
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軽
閲
麟
圏∽
灘
崎

然
未
散
財
願
能
化
所
化
坐
立
憾
然
全
無
古
今
之
異
法
輪
食

輪
運
轄
自
処
長
絶
魔
外
之
障
随
而
蓋
記
施
者
妬
字
於
確

中
以
為
営
営
来
母
之
種
子
其
甲
乙
不
必
論
多
寡
大
小
貴
賎
老

幼
道
俗
男
女
随
げ
註
先
後
誌
之
多
要
実
過

一
縛
少
不
骨
遺
四
字
品
目
繁

多
不
能
枚
碁
　
仰
糞
昭
鑑

真
智
□
□
芳
□
□
真
性
悟
□
□
□

周
迪
親
廣
理
浄
常
宗
中
蘭
玉
五
郎

理
秀
理
秋
明
貞
理
俊
理
真
理
□

住
持
比
丘
中
津
朝
糀
萩
師

看
院
比
丘
梵

一

幹
縁
比
丘
周
亮
　
　
理
吾

大
佛
師
　
増
光

嘉
慶
元
季
南
呂
十
九
日

③

中
津
中
渕
梵

一
月
亮
塾
閉
ド
琢
雲
昭
軋
授
中
堅
中
瑛
梵
玖
中
専
梵
星
軋
貞
甲
訓
慧
湛
慧
善
軋
順
寺
王
梵
固
周
慶
梵

梵
徒
中
珂
梵
茂
中
英
梵
笙
首
麟
梵
華
甲
謙
甲
教
中
越
周
娘
昌
敦
中
清
梵
鵜
祐
信
等
聞
□
道
四
梵
倫
周
祐
中
良
道

□
□
中
孝
中
〈瑾
下
隆
梵
玉
中
察
梵
昌
芳
俊
首
相
中
善
昌
瑞
妙
鎮
中
詮
昌
獣
昌
果
梵
利
梵
鑑
中
珀
周
同
川
川
□
周
要
梵
回

回
□
□
妙
降
酬
Ｆ
善
杢
日
回
法
内
方
常
宗
東
房
次
郎
太
郎
娩
赳
ぽ
全
理
口
Ｈ
回
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浄
光
寺
慶
光
瑞
英
理
文
妙
春
理
徳
了
開
泉
利
同
女
理
昭
理
育
中
西
常
香
螺
剛
が
立
貞
阿
阿

常
友
正
仁
聖
光
性
遼
理
明
道
照
秀
貞
常
喜
真
玖
性
薫
理
真
性
安
悲
阿
道
園
浄
杢

性
能
道
忍
常
穏
祐
宗
常
秀
法
雲
孫
四
郎

⑮

追
善
三
郎
五
郎
四
郎
三
郎
宗
観
次
郎
太
郎
成
阿
次
郎
三
郎
妙
道
妙
園
了
弥
俊
香
道
通
性
俊
落
葉
女
荒
野
女
亀
女

美
濃
女
梅
女
満
阿
性
端
五
郎
次
郎
本
飲

一
宮
楠
女
姫
麻
楠
女
花
裳
同
子
覺
心
松
野
自
心
能
房
楠
房
松
女

両斗時朔膊勒真一ノ‐、彦岸醐母一潮却勒螺勲英一動嚇獅崚卿膊嗽囀珈嘩醐翻徹拗一『聰勘呻鞘聴蜘韓

鶴
女
心
匝
王
孫
太
郎
五
郎
太
郎
四
郎
五
郎
妙
周
聖
雲
里
春
太
郎
道
秀
専
阿
尼
女
寅
女
乙
石
松
子
夕
霧
浄
妙

．工
郎
三
郎
彦
三
八
郎
四
郎
老
婆

補子融背呼卿潮期卿難鰯雌噺誰脚酌時劫蟻抑騨葉時鄭峰郎太刻練御錦彬伯脚隙剥凱峨珊鶴肺艤縣断翔脚母

七
郎
次
郎
彦
六
楠
次
郎
開
阿
見
阿
四
郎
次
郎
停
母

彦
四
郎
門
妻
六
郎
次
郎
彦
四
郎
五
郎
次
郎
徳
阿
六
郎
次
郎

以
上
が
勝
善
寺
釈
迦
如
来
像
の
三
二
〇
六
宇
以
上
に
わ
た
る
胎
内
墨
書
銘
の
　
　
　
向
に
向

っ
て

一
行
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「太
郎
」
は
そ
の
⑥
の
文
に
対
し
て
、

全
容
で
あ
る
。
こ
の
像
は
寄
木
造
で
あ
る
が
、
現
在
は
大
腿
都
と
躯
幹
郡
と
の
　
　
　
縁
辺
部
か
ら
ほ
ぼ
直
角
に
接
す
る
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
。

接
合
部
分
で
前
後
二
つ
に
分
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
胎
内
銘
を
確
認
す
る
　
　
　
　
⑮
以
降
は
躯
幹
部
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑮
は
腹
部
裏
面
に
あ
っ
て
、

こ
と
が
で
き
る
。
文
字
は
胎
内
の
不
整
形
の
面
を
利
用
し
て
記
さ
れ
て
い
る
た
　
　
　
⑧
は
そ
の
下
に
位
置
す
る
。
０
は
⑧
の
文
章
の
左
に
引
き
続
い
て
あ
り
、
左
側

め
、
行
間
や
文
字
の
大
き
さ
、
ま
た
各
行
毎
の
字
数
等
も
ま
ち
ま
ち
で
正
確
な
　
　
　
面
裏
に
相
当
す
る
。
⑥
は
背
面
裏
に
あ
り
、
最
後
の
三
行
は
読
ん
で
い
な
い
。

表
示
は
し
難
い
が
、　
一
応
各
行
の
書
出
し
部
分
を
実
際
の
墨
書
位
置
に
は
ぼ
あ
　
　
　
一三
行
の
う
ち
、
前

一
行
と
後
二
行
と
の
間
が
寄
木
の
貼
り
合
わ
せ
部
分
に
な
っ

わ
せ
て
表
記
し
て
お
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
り
、
接
合
に
用
い
ら
れ
た
布
と
膠
の
と
こ
ろ
に
重
な
り
あ

つ
て
い
て
文
宇

さ
て
、
銘
文
の
表
記
位
置
を
示
そ
う
。
ま
ず
、
い
た
⑥
は
大
腿
部
に
あ
る
も
　
　
　
の
判
読
が
し
に
く
か
っ
た
た
め
、
時
間
の
関
係
で
今
回
の
調
査
で
の
判
読
は
あ

の
で
あ
る
。
い
は
左
膝
一異
に
、
０
は
そ
の
反
対
側
の
右
膝
裏

に
書

か
れ
て

い
　
　
　
き
ら
め
た
。
内
容
的
に
は
そ
の
前
四
行
と
同
様
に
人
名
が
列
記
さ
れ
た
と
こ
ろ

る
。
⑥
は
、
い
と
０
よ
り
も
更
に
底
面
に
近
い
位
置
に
あ
り
、
い
か
ら
０
の
方
　
　
　
で
あ
る
。
働
は
⑥
に
続
い
て
背
面
裏
中
央
に
あ
り
、
ω
は
そ
の
下
を
占
め
る
。
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０
は
⑪

・
①
の
左
側
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
は
寄
木
の
継
ぎ
目
で
区
切

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
的
は
右
側
面
裏
と
な
る
が
、
０
と
の
間
に
は
や
は

り
寄
木
の
継
ぎ
目
が
あ
る
。
そ
し
て
、
⑮
も
ま
た
継
ぎ
目
を
換
ん
で
そ
れ
に
続

く
。
し
た
が

っ
て
、
⑮
か
ら
⑮
ま
で
は
、
腹
都
を
始
め
と
し
て
左
廻
り
に
胎
内

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ニ

こ
れ
ら
の
銘
文
の
多
く
は
人
名
も
し
く
は
法
名
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
に
そ

う
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
。　
一
ケ
所
は
⑮

・
⑩
の
部
分
で
、
般
若
波
羅
蜜
多
心

経
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
う

一
ケ
所
は
口

・
０
の
造
立
趣
旨
を
記
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
者
は
玄
共
訳
と
い
わ
れ
る
工
六
二
宇
の
経
文
を
写
し
た
後
、
写
経
の
理
由

が
書
い
て
あ
る
。
己
上
以
下
四
二
字
が
そ
れ
で
、
「乾
坤
道
泰
、
朝
野
民
安
，

伽
藍
鎮
静
、
禅
道
輿
隆
、
修
行
有
慶
、
進
道
無
魔
」
を
願

っ
て
、　
一
字
書
写
す

る
毎
に

「焼
香
三
拝
」
し
な
が
ら
行
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
胎
内
に
経
文

を
記
す
こ
と
は
そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
山
梨
県
指
定
文
化
財
の
長
坂
町

妙
林
寺
蔵
木
造
薬
師
抑
珠
坐
像
の
よ
う
に
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
が

一

面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

問
題
は
後
者
で
あ
る
。
的
に
は

一
〇
行
に
わ
た
っ
て
造
立
趣
旨
が
記
さ
れ
て

い
る
。
⑪
の
う
ち
最
初
の
三
行
は
、
住
持
比
丘
以
下
の
宇
よ
り
も
少
さ
く
、
意

味
の
上
で
も
つ
な
が
ら
な
い
。
⑥
の
人
名
の
書
継
ぎ
に
接
続
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ω
の
残
り
五
行
は
年
紀
と
造
立
関
係
者
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
の

で
、
こ
の
部
分
は
上

（口
）
に
造
立
趣
旨
を
記
し
、
下

（
①
の
後
半
）
に
造
立

関
係
者
と
年
紀
を
配
し
た

一
連
の
文
章
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
文
章
に
し
た
が

っ
て
若
千
の
考
察
を
加
え
て
見
た
い
。

営
寺
自
革
教
院
為
禅
刹
以
来
已
向
四
十
季

（首
寺
は
教
院
を
革
め
て
禅
剰
と
為

し
て
自
，
以
来
、
己
に
四
十
季
に
向
う
）

教
院
と
は
禅
院

・
律
院
の
対
で
、

鄭
謝
翻

。 学
幾
熊
却
棘
畔
喀
報
郡
ギ
囃
輪
嘘
瑚
朝
射
滞
多
（
寺
聰
ｔ
⊇
裁
ф
中
ガ
期
院 ィこ

が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
無
量
寿
仏

（
阿
弥
陀
如
来
）
を

安
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
し
て
浄
土
宗
系
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

第
漕
拶
報
卿
薪
蝋
ば
醐
嚇
に
曽
と （無 一
華
荘
働
溝
却
助
勒
瑯
Ｏ
お
（
禅
嚇
立
翻
詢
練
い

「営
寺
」
と
全
く
同
じ
条
件
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
寺
は
京

都
西
京
区
に
あ
る
西
芳
寺
の
こ
と
で
、
こ
の
時
寺
名
を
西

＾
方
詩
刊
西
芳
寺
と
変

え
る
と
と
も
に
、
浄
土
宗
か
ら
臨
済
宗

へ
と
改
め
ら
れ
て
お
り
、
教
院
↓
禅
院

へ
の
変
更
が
浄
土
宗
↓
臨
済
宗
の
変
更
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と

か
ら
し
て
も
、
浄
土
宗
系
寺
院
か
ら
禅
宗
寺
院
に
変
わ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の

で
あ
ろ
う
。

教
院
か
ら
禅
刹
に
変
わ
っ
た
の
が
、
墨
書
が
書
か
れ
た
時
よ
り
四
〇
年
前
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
寺
が
禅
宗
と
な
っ
た
の
は
嘉
慶
元
年

（
一
三
八

七
）
か
ら
単
純
に
四
〇
年
を
引
い
た

一
三
四
七
年

（貞
和
三
年
）
頃
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

佛
殿
本
安
無
量
壽
佛
立
像

（
佛
殿
は
本
無
量
壽
佛
の
立
像
を
安
ん
ず
）

征
小量

壽
佛
は
前
述
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
を
指
す
。
「本
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
改
宗
以
前
か
ら
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

近
歳
殿
屋
嬰
欝
依
之
雙
□
像
僅
雖
存
十
之
四
五
散
失
央

（
近
歳
殿
屋
欝
彼
之
愛

畿
】蒟
縫
雛
蕗
義
離
誠畔
翠
辞
斃
陣纏
齢
翔

る
よ
う
に
、
火
災
の
こ
と
を
い
う
。
像
の
上
の
文
字
は

「
真
」
と
あ
る
が
判
読
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で
き
な
い
。
火
災
に
遭
っ
て
無
量
寿
仏
が
焼
損
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

鶏
幹
申
翔
糾
革
爛
艤
學
勒
辞
鋤
普
聯
囃
噂
期
」
鱒
囃
帥
陣
鱒
騨

（ 夷評
騨
聯
聴
堆

比
丘
周
亮
誠
を
啓
し
て
琉
を
持
し
、
比
丘
。
比
丘
尼
・
優
婆
塞

。
優
婆
夷

・
宰

官

。
婦
女

・
童
男

・
童
女
等
を
普
化
し
、
工
を
召
き
て
瑞
雲
奄
に
於
て
蒋
迦
如

来
坐
像
を
造
設
し
、
以
て
彼
の
立
像
に
代
つ
）

嘉
慶
丁
卯
は
元
年

（
一
三
八

七
）
で
あ
る
。
比
丘
周
亮
は
０
に
出
て
く
る
幹
縁
比
丘
周
亮
と
同

一
人
物
で
あ

蒙

説

爾

姉
す ろ
鉾

蝦
輯

鱚

蒙

鉾

顕

即

あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
造
像
の
趣
意
書
の
如
き
も
の
か
。
疎
を
持
っ
た
周
亮

が
、
比
丘
以
下
の
僧
俗
男
女
子
等
を
勧
進
し
て
浄
材
を
集
め
、
工

（仏
師
）
を

招
い
て
瑞
雲
庵
で
こ
の
釈
迦
如
来
像
を
造
ら
せ
、
焼
損
し
た
無
量
寿
仏
に
代
え

て
当
寺
に
安
置
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
工
は
当
然
①
に
見
え
る
大
仏
師
増
光

の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
造
像
作
業
を
行
な
っ
た
と
い
う
瑞
雲
庵
に
つ
い
て
他
に

史
料
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

意
在
霊
山

一
會
懐
然
未
散
げ
願
能
化
所
化
坐
立
傭
然
全
無
古
今
之
異
法
輪
食
輪

運
輔
自
如
長
絶
魔
外
之
障
　
ン▼
」
は
造
立
の
願
意
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

鐸

餌

勅
魏
輛
れ
脚
麟

箋

評

扮

盛

墓

随
而
轟
記
施
者
名
字
於
磯
中
以
為
営
営
来
母
之
種
子
其
甲
乙
不
必
論
多
寡
大
小

貴
践
老
幼
道
俗
男
女
随
〒
註
先
後
誌
之

（随
っ
て
、
蓋
し
て
施
者
の
名
字
を
確

中
に
記
し
、
以
て
首
営
来
母
の
種
子
と
為
す
。
其
の
甲
乙
は
、
必
ず
し
も
多
寡

の
大
小
を
論
ぜ
ず
、
貴
践
老
幼
道
谷
男
女
、
註
す
る
所
に
随
っ
て
先
後
に
之
を

誌
す
）
　
こ
の
文
に
よ
り
、
胎
内
に
記
さ
れ
た
多
く
の
人
名
は
施
者
の
名
字
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「営
営
来
母
之
種
子
」
と
は
、
今
か
ら
未
来
に
わ
た
る

永
劫
の
菩
提
心

（
信
仰
）
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

多
要
莫
過

一
播
少
不
骨
遺
四
字
品
目
繁
多
不
能
枚
黎
仰
糞
昭
鑑
　
＞≡
」
の
意
味

も
明
確
に
は
読
み
と
れ
な
い
が
、
品
目
が
施
物
の
こ
と
だ
と
す
る
と
、
施
主
名

の
他
多
く
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
仏
が
照
覧
さ
れ
た
い
と
い
う
位
の

工思
か
。

住
持
比
丘
中
津
朝
縦
諒
師
　
こ
の
比
丘
中
津
が
当
寺
の
住
職
で
あ
る
。
京
の
等
持

寺
は
、
中
京
区
に
あ

っ
た
臨
済
宗
の
寺
で
、
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て
そ
の
館
内
に

創
建
さ
れ
、
永
和
三
年

（
一
三
七
七
）
十
刹
の
首
位
と
な
り
、
足
利
氏
の
菩
提

寺
と
し
麒
珠
え
た
が
、
応
仁
の
乱
後
、
等
持
院
に
合
併
さ
れ
て
い
涵
ド

『
翔
聖

國
師
年
譜
』
を
み
る
と
、
至
徳

二
年

（
一
三
八
五
）
「十
二
月
以
釣
命
董
等
持

寺
席
、
二
十
五
日
入
寺
」
と
あ
り
、
ま
た
明
徳
二
年

（
一
三
九

一
）
「是
歳
七

月
十
六
日
、
退
等
持
寺
移
住
等
持
院
」
と
あ

っ
て
、
賜
聖
国
師
＝
絶
海
中
津
が

至
徳
二
年

一
二
月
か
ら
明
徳
二
年
七
月
ま
で
五
年
七
ケ
月
余
に
わ
た
っ
て
等
持

寺
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
像
が
造
ら
れ
た
嘉
慶
元
年

（
一
三

八
七
）
の
時
点
で
は
、
絶
海
中
津
は
ま
さ
し
く

「現
住
京
師
等
持
寺
」
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
比
丘
中
津
が
絶
海
中
津
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

絶
海
中
津
は
、
土
佐
の
津
野
氏
の
出
身
で
、　
〓
二
歳
の
時
京
の
天
竜
寺
で
夢

窓
疎
石
に
師
事
し
て
仏
門
に
入
り
、
後
に
は
足
利
義
満
、
義
持
ら
の
帰
依
を
う

け
、
五
山
第

一
の
相
国
寺
に
住
持
し
た
。
応
永

一
二
年

（
一
四
〇
五
）
四
月
五

日
示
寂
、
同

一
六
年
に
は
仏
智
廣
照
国
師
、
同
二
三
年
に
は
浄
印
状
聖
国
師
の

称
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
単
に
臨
済
宗
夢
窓
派
の
高
僧
と

い
う
だ
け
で
な

詩
を
聴
鎧
嘲
鯨
殺
勁
朝
僚
卿
琳
胸
範
蜘
檄
臀
の
作
者
の
双
肇
と
い
わ
れ
、
特
に

彼
は
甲
斐
国
と
も
関
係
が
あ
る
。
前
掲
の
年
譜
に
よ
る
と
、

-37 -―



（康
暦
二
年
）
秋
以
釣
選
、
開
法
甲
斐
州
乾
徳
山
慕
林
禅
寺
、
九
月
初
三

日
、
就
範
山
雲
居
庵
受
講
、
十
月
八
日
入
寺
、
凡
在
京
師
相
州
有
名
之
英

納
雲
集
、
寺
屋
殆
平
無
所
容
、
師
不
非
之
、
孜
々
誘
抜
也
、
學
徒
参
叩
、

禅
宴
餘
暇
、
請
而
講
法
華
稜
巌
園
學
等
、
絹
素
聴
衆
汎
途
央
、
蓋
師
旺
化

擢
輿
子
此
央

と
あ
っ
て
、
康
暦
二
年

（
一
三
八
〇
）
に
恵
林
寺
住
持
と
し
て
甲
斐

へ
入
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
い
つ
ま
で
恵
林
寺
に
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
永
徳
三
年

盆

三
八
三
）
に
は
京
に
創
立
さ
れ
た
鹿
苑
院
に
住
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く

と
も
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
わ
ず
か
三
年
足
ら
ず
し
か
甲
州
に
い
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
間
に
京
や

相
州

（鎌
倉
）
の
学

徒

（
僧
）
が
彼
の
も

と
に
集
ま
り
、
寺
の

建
物
か
ら
冷
れ
ん
ば

か
り
だ

っ
た
と

い

う
。
他
国
か
ら
も
集

ま
る
ほ
ど
で
あ
る
か

ら
、
甲
州
の
僧
俗
に

対
し
て
も
大
き
な
影

＝
　
響
を
与
え
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
中
津
が
甲
州
で

関
係
を
も

っ
た
寺
院

と
し
て
は
恵
林
寺
の

名
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。

す
る
と
、
彼
が
住
持
し
た

「営
寺
」
と
は
恵
林
寺
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
恵
林
寺
は
教
院
か
ら
改
宗
し
た
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
で
い
な
い
。
勝

善
寺
に
つ
い
て

『
甲
斐
国
志
』
を
み
る
と
、
「臨
済
宗
京
都
妙
心
寺
末
黒
印
五

百
四
十
五
坪
永
禄
甲
子
寺
領
八
貫
三
百
八
十
六
文
武
国
家
ノ
文
書
ヲ
蔵
ム
本
尊

釈
迦
、
開
山
夢
窓
国
師
、
末
ニ
ケ
寺
」
と
あ
る
だ
け
で
、
『
社
記

。
寺
記
』
に

も
こ
れ
以
上
の
記
述
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
本
来
勝
善
寺
の
も
の
と
し
て
こ

の
像
が
造
顕
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
断
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
現
に
勝

善
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
開
山
夢
窓
国
師
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
高

弟
絶
海
中
津
が
関
わ
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
、
本
尊
の
移
動
に
つ
い

て
の
伝
承
が
全
く
な
い
こ
と
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
始
め
か
ら
勝
善
寺
に
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
住
持
と
現
住
の
記
述
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。　
一
つ

の
考
え
方
と
し
て
は
、
発
願
当
時
に
中
津
が
住
持
を
し
て
お
り
、
完
成
し
た
嘉

慶
元
年
に
は
等
持
寺
現
住
だ
っ
た
と
い
う
時
点
の
異
な
る
事
実
を
並
べ
て
書
い

た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
詳
し
い
趣
意
、
経
過
を
書

い
た
口
の
文
に
何
ら
か
の
形
で
で
て
き
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
嘉
慶
元
年

に
な
っ
て
か
ら
周
亮
が
造
像
を
目
的
と
し
て
勧
進
を
始
め
た
と
い
う
口
の
記
述

に
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
う

一
つ
の
考
え
方
は
、
こ
こ
で
い
う
住
持
と
は
勧
請
開
山
の
如
き
も
の
、

い
わ
ば
今
で
い
う
兼
務
住
職
の
よ
う
な
形
態
を
示
す
も
の
で
、
名
目
上
の
住
持

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
住
持
と
現
住
が
異
な

っ

て
い
て
も

一
向
差
支
え
な
い
。
た
だ
し
、
当
時
そ
う
し
た
形
で
の
住
持
が
存
在

し
た
の
か
ど
う
か
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

看
院
比
丘
梵

一
幹
縁
比
丘
周
亮
　
周
亮
は
働
に
も
出
て
く
る
人
物
で
、
自
ら
疎
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］
謝
頭 っ
は

「 勧礎
れ
は
辮
悧
一
昨
″
難
勁
獅
却
ウ
撃
翔
軸
脚
恥
細
聰
力ヽ で
功
』
ギ
『

像
に
関
わ
っ
た
僧
た
ち
の
書
上
げ
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
絶
海
中
津
を
始
め
と

す
る
こ
れ
ら
の
人
名
は
、
中
津
↓
中
渕
↓
梵

一
↓
周
亮
と
そ
の
法
灯
の
序
列
に

従
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
恵
林
寺
へ
入
っ
た
中
津
の
も
と
ヘ

は
多
く
の
僧
侶
が
集
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
梵

一
・
周
亮
も
ま
た
そ
の
一
人

と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
と
す
れ
ば
、
看
院
比
丘
の
称
も
、
読
ん
で
字
の
如
く

院
を
看
る
比
丘
、
す
な
わ
ち
寺
院
を
自
ら
管
理
す
る
実
質
上
の
住
持
を
意
味
し

て
お
り
、
師
の
中
津
を
名
目
上
の
住
持
と
し
て
迎
え
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
前
述
の
住
持
・
現
住
問
題
に
つ
い
て
も
、
後
者
の
理
解
が
正
し
い
と
す

る
一
つ
の
論
拠
と
な
し
う
る
と
思
う
。

ま
た
、
幹
縁

一
比
弥
は
勧
縁
比
丘
で
あ
り
、
「有
縁
の
人
に
勧
め
て
、
浄
材
を

寺
院
に
寄
付
さ
せ
る
」
と
い
う
実
行
責
任
者
を
意
味
す
る
も
の
と
思
う
。
住
持

―
看
院
比
丘
―
幹
縁
比
丘
の
関
係
は
、
中
津
―
梵

一
―
周
亮
と
い
う
師
弟
関
係

を
背
景
に
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

大
仏
師
増
光
　
増
光
の
作
品
は
、
甲
西
町
宮
沢
の
深
向
院
に
も
あ
る
。
同
寺
の

本
尊
で
あ
る
釈
迦
如
来
坐
像
で
、
高
さ
二
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
像
で

斃
ぜ
繁
議
籍一卿一一御前蹴
輸脚韓帥嘲靱翔盤
勝卸酔

梨
を
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
越
後
国
出
身
の
仏
師
で
あ
ろ
う
。

理
晉
　
一肩
書
が
な
く
、
い
か
な
る
人
物
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
通
常
こ

う
し
た
墨
書
銘
に
登
場
す
る
の
は
、
他
に
願
主
や
筆
者
位
し
か
な
い
が
、
記
さ

れ
た
位
置
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
は
筆
者
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

嘉
慶
元
季
南
呂
十
九
日
　
南
呂
は
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
周
亮
の
勧
進
が
始
ま

っ
た
の
も
嘉
慶
元
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
造
像
事
業
は
順
調
に
進
行

し
た
ら
し
い
。

お

わ

り

に

以
上
、
銘
文
の
概
要
と
若
干
の
解
説
と
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
銘
文
は
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
注
目
さ
れ
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
い
く
つ
か

を
あ
げ
れ
ば
、
ま
ず
絶
海
中
津
と
い
う
臨
済
宗
の
高
僧
、
五
山
文
学
の
巨
頭
に

関
す
る
記
述
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
津
と
甲
斐
国
と
の
繋
が
り
は
年

譜
に
あ
る
恵
林
寺
入
山
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
銘
で
具
体
的
に
残
し
た
足
跡

の

一
つ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
禅
宗
の
地
方

へ
の
教
線
拡
大
の

あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
教
院
↓
禅
刹
と
い
っ
た
既
存
寺
院
の
再
興
、
改
宗

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
意
外
に
多
く
、
こ
の
場
合
も
そ
の
一
事
例
と
し
て
今
後
の

検
討
の
材
料
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
地
方
仏
師
の
活
躍
の
実
例
と
し
て
も
お
も
し
ろ
い
。
越
後
阿
閣
梨
増

光
は
、
二
年
足
ら
ず
の
間
に
深
向
院
と
勝
善
寺
と
二
躯
の
仏
像
を
手
が
け
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
他
、
造
像
に
際
し
て
の
勧
進
の
あ
り
方
や
施
者
の
範
囲
、
ま
た
造
像
に

こ
め
ら
れ
る
人
々
の
願
い
等
様
々
な
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
は
、
列
記
さ
れ
る
人
名
の
中
に
も
注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例

嘘那律割巧膊練朧彿嘘彬ヽ
「購瑚醐瀾櫛嚇一菅あ（ぁ幾一騨翔
（は耐脚滸蹴

満春―頼武の系譜となる。後の二人は布施氏を称してお却Ｆ勝善寺

働鋳離聴麟搬坤熊拘燒審強申御隣剃肺廟脚球卿群とっ棘つ（と０帝年イこ信輸

の
地
域
に
関
係
が
深
い
。
こ
の
部
分
が
前
記
三
人
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
勝
善
寺

の
本
尊
造
顕
に
絶
海
中
津
が
関
わ
っ
て
い
る
の
も
納
得
が
い
く
よ
う
な
気
が
す
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る
。
こ
の
よ
う
な
比
定
は
他
に
も
可
能
な
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
各
方
面
か
ら
の
検
討
を
期
待
し
た
い
。

注
（
１
）

実
際
に
は
判
読
を
放
棄
し
た
⑥
の
三
行
分
、
い
の
一
部
、
０
の
一
部

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
少
な
く
と
も
あ
と
一
一
〇
字
位
は

増
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
２
）

『県
指
定
山
梨
県
の
文
化
財
政
訂
第

一
集
』。

（
３
）

中
村
元

『彿
教
語
大
辞
典
』。

（
４
）

『夢
胞
國
師
年
譜
』
合
続
群
書
類
従
』
第
九
輯
下
）
。

（
５
）

『京
都
市
の
地
名
』
（
日
本
歴
史
地
名
大
系
２７
）ｏ

（
６
）

『続
群
書
類
従
』
第
九
輯
下
所
収
。

（
７
）

『広
辞
苑
』。

（
８
）

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
９
）

注
（
５
）
に
同
じ
。

（
１０
）

注
（
６
）
に
同
じ
。

（
Ｈ
）

玉
村
竹
二

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
の

「絶
海
中
津
」
の
項
を
略
記

し
た
。

（
‐２
）

注
（
７
）
に
同
じ
。

（
‐３
）

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
‐４
）

『
甲
斐
国
志
』
巻
九
四

・
巻
九
八
。

（
‐５
）

同
前
巻
九
八
。

（
‐６
）

同
前
巻
七
九
。

（秋
山
）

付

記

前
後
三
回
に
わ
た
る
勝
善
寺
仏
像
調
査
で
は
、
小
沢
大
洪
住
職
を
は
じ
め
、

檀
家
を
代
表
さ
れ
て
、
後
藤
宗
平

。
萩
原
利

・
功
刀
勉

。
渡
辺
武
則
の
各
氏
に

立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、
多
々
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（事
務
局
）
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